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て
い
る
。「
マ
マ
、
訓
練
じ
ゃ
な
い

ん
だ
。本
当
の
戦
争
が
起
き
て
い
る
。

怖
い
よ
」「
ぼ
く
た
ち
は
町
中
を
爆

撃
し
て
い
る
。
民
間
人
ま
で
標
的
に

し
て
い
る
。
歓
迎
さ
れ
る
と
聞
か
さ

れ
て
い
た
の
に
」。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

大
使
が
読
み
上
げ
た
こ
の
内
容
が
本

当
な
ら
、
戦
場
の
真
実
を
最
も
よ
く

伝
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
編
集
後
記
に
続
く
）

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
死
し
た
ロ
シ
ア

兵
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
残
し
た
と

い
う
や
り
と
り
が
、
国
連
総
会
で
紹

介
さ
れ
た
。
ど
う
し
て
返
事
を
く
れ

な
い
の
、
本
当
に
訓
練
中
な
の
、
と

い
う
母
親
の
問
い
に
兵
士
が
返
信
し
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令
和
４
年
２
月
24
日
（
木
）
～
25

日
（
金
）、
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
に

於
い
て
、
指
導
者
講
習
・
研
修
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
申
し
込
み
も

締
め
切
り
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
急
拡
大
し
ま
し

た
。
1
月
の
理
事
会
の
席
上
、
実
施
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に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
や
む
な

く
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
で
、
本
部
主
催
の
行

事
が
次
々
と
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
過
に
つ
い
て
、
土
師
城
皓
事

務
局
長
に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

（
Ｓ
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
２
０
１

９
年
12
月
初
旬
に
、
中
国
の
武
漢
市

で
第
１
例
目
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
、

数
カ
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
言
わ
れ

る
世
界
的
な
流
行
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
の
は
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）

の
２
月
１
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
武
漢
市
か
ら
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
で
の
帰
国
者
や
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

の
乗
船
者
の
惨
状
を
テ
レ
ビ
放
映
で

見
た
と
き
で
も
、
ま
だ
大
禍
に
な
る

と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

爾
来
、
２
年
間
に
亘
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
可
能
な
限
り
の
感
染
回
避
策

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
も
と

よ
り
、
世
界
中
も
収
束
、
あ
る
い
は

終
息
す
る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
（
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠

錦
城
会
）
は
、
こ
の
２
年
間
、
主
た

る
事
業
で
あ
り
ま
す
年
２
回
の
「
指

導
者
講
習
研
修
会
」、「
全
国
大
会
」

が
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
な
お

「
定
時
総
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
、
従
来

の
方
式
で
の
開
催
は
で
き
ず
「
書
面

議
決
」
方
式
で
の
総
会
と
し
、
錦
城

会
館
に
て
総
本
部
近
隣
の
正
会
員
の

出
席
を
頂
き
、
定
時
総
会
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
令
和
２
年
２
月
、
京
都
に

お
い
て
開
催
予
定
の
会
報
「
錦
友
」

発
行
３
０
０
号
記
念
師
範
吟
詠
発
表

会
は
２
６
１
名
の
出
吟
申
し
込
み
が

あ
り
、
発
表
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
デ

ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
開
催
日

の
６
日
前
に
中
止
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
６
月
の
石
川
県
で
の
総
会
兼
指

導
者
講
習
研
修
会
も
中
止
し
、
９
月

26
日
開
催
予
定
の
山
口
県
で
の
全
国

大
会
も
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
・
錦
城

会
創
設
以
来
初
め
て
と
な
る
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

更
に
京
都
で
の
指
導
者
講
習
研
修

会
は
令
和
２
年
２
月
に
引
き
続
き
、

令
和
３
年
２
月
、
令
和
４
年
２
月
も

中
止
と
致
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
６

月
の
石
川
県
で
の
総
会
兼
指
導
者
講

習
研
修
会
も
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
下

げ
止
ま
ら
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
２
年
に
延
べ
５
回
の
講
習

研
修
会
を
中
止
し
た
こ
と
に
な
り
、

吟
の
発
表
の
機
会
が
無
く
な
っ
た
こ

と
は
大
き
な
心
の
糧
を
失
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
全
国
大
会
は
９
月

に
北
海
道
函
館
市
に
於
い
て
開
催
予

定
で
し
た
が
、
北
海
道
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
出
来
あ
が
っ
て
配
布
済
み
で
し

た
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
は
吟
詠
、
詩
舞
、
琵

琶
に
関
す
る
合
同
事
業
と
し
て

１
．
吟
道
之
碑
顕
彰
と
維
持
管
理　

２
．
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

３
．
二
十
一
世
紀
詩
歌
朗
詠
懇
談
会

４
．
他
会
等
と
の
交
流

に
参
画
事
業
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
で
２

年
間
す
べ
て
の
事
業
が
中
止
と
な
り

ま
し
た

　

私
ど
も
、
詩
吟
朗
詠
を
志
す
者
は

日
々
詩
吟
朗
詠
の
研
鑽
に
励
み
、

各
々
の
地
区
に
お
い
て
発
表
す
る
場

を
得
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
年
１
回

の
全
国
大
会
で
の
発
表
の
機
会
を
得

る
こ
と
を
常
と
し
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
日
頃
の
稽
古

場
所
も
使
用
不
可
と
な
り
大
変
つ
ら

い
時
間
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
会
員
の
皆
様
と
共
に
コ
ロ

ナ
禍
が
一
刻
も
早
く
終
息
し
詩
吟
朗

詠
が
再
び
出
来
る
よ
う
に
な
る
時
を

待
ち
ま
し
ょ
う
。

（
錦
城
会
事
務
局
長　

土
師
城
皓
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　

本
会
主
催
行
事
の
中
止
に
つ
い
て

朝
日
新
聞

「
天
声
人
語
」
よ
り

２
０
２
２
・
３
・
４

令和３年度第二回指導者講習・研修会

新型コロナウイルスの感染急拡大により

３回目の中止に
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宗
範
・
山
元
先
生
か
ら
は
、「
出
吟

さ
れ
た
会
員
の
力
強
い
吟
声
は
心
を

打
つ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
的

　

感
染
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
中
、
宗
範
・
山
元
錦
隆
先

生
を
お
迎
え
し
、
12
月
4
日
（
土
）

令
和
3
年
度
温
習
会
を
「
お
も
て
な

し　

う
お
し
ん
」
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
半
数
が
出

吟
し
、
小
林
徳
行
先
生
の
尺
八
伴
奏

で
堂
々
と
吟
ず
る
姿
は
、
流
石
に
錦

城
流
を
学
ん
で
い
る
こ
と
に
喜
び
を

実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
師
範
の
山
本
先
生
、
大
師
範
の

石
橋
先
生
、
野
矢
先
生
は
加
療
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席
頂
き
、
錦
城

流
の
真
髄
を
吟
ず
る
姿
に
参
加
者
一

同
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

福
島
県
本
部

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
温
習
会
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新
入
会
員
の
紹
介

（
11
／
１
〜
２
／
26
）　 

稲
沢
支
部　

河
原
涼
子　

西
野
多
恵

子　

黒
川
文
子

諫
早
支
部　

林
田
美
幸

大
津
支
部　

藤
橋
喜
久
子

蒲
生
支
部　

門
谷
幸
男

田
平
支
部　

松
本
慎
吾

大
口
道
場　

尻
屋
チ
ズ
子

佐
世
保
支
部　

橋
本
弘
子

羽
曳
野
支
部　

織
田
義
勝　

木
原
八

暎
子

湖
南
石
部
道
場　

橋
本
克
枝

水
戸
支
部　

伊
藤
よ
し
子

鹿
児
島
支
部　

角
倉
さ
く
ら

世
田
谷
支
部　

朝
倉
正
敏　

柚
木
彩

香　

ア
ル
バ
ナ
ス
ジ
ョ
ー
ジ

世田谷代田にて

斎藤茂吉歌碑除幕式に参加
　

古
い
「
吟
詠

教
本
」
あ
る
い

は
「
和
歌
朗
詠

集
」
の
発
行
場

所
は
東
京
都
世

田
谷
区
代
田
三

ノ
五
五
ノ
一
六

と
な
っ
て
い
る

と
思
う
。

　

広
く
な
い
道

路
を
隔
て
て
小

田
急
線
が
走

り
、
近
く
に
代

田
八
幡
神
社
が

あ
る
。か
つ
て
、

こ
の
八
幡
様
の

参
集
殿
で
温
習
会
や
青
年
部
の
勉
強

会
を
行
っ
た
。

　

こ
の
本
部
の
前
の
道
を
小
田
急
線

の
線
路
と
反
対
の
方
に
行
く
と
、
バ

ス
通
り
が
あ
り
、
昔
、
斎
藤
茂
吉
が

住
ん
で
い
た
。
私
た
ち
が
本
部
に
通

う
頃
に
は
新
宿
に
越
し
た
後
だ
っ
た
。

　

斎
藤
茂
吉
が
代
田
を
詠
ん
だ
和
歌

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

代
田
川
の
ほ
と
り
に

　
　

わ
れ
を
い
こ
は
し
む

　
　
　

柳
の
花
も
ほ
ほ
こ
け
つ
つ

　

冴
え
か
へ
る
わ
れ
の
住
む

　
　

代
田
の
二
階
よ
り
白
糖
の

　
　
　

ご
と
き
富
士
山
が
見
ゆ

　

代
田
な
る
八
幡
宮
の
境
内
に

　
　

わ
れ
は
来
た
り
て

　
　
　

ま
ど
ろ
み
い
た
り

　

斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
は
、
全
国
に

一
六
三
あ
る
。（
令
和
３
年
７
月
現

在
）
そ
の
一
四
四
番
目
が
、
平
成
25

年
３
月
21
日
、
代
田
川
緑
道
に
建
て

ら
れ
た
。
代
田
川
と
は
、
北
沢
川
の

こ
と
で
、
下
る
と
目
黒
川
に
注
ぎ
、

上
流
は
国
士
舘
大
学
の
下
を
流
れ
て

い
る
。
昔
は
水
が
溢
れ
た
川
は
、
今

は
暗
渠
と
な
り
、
上
は
遊
歩
道
、
公

園
と
な
っ
て
い
る
。

　

歌
碑
は
、
環
状
七
号
線
（
環
七
）

の
都
心
側
の
ほ
ど
近
く
に
あ
り
、
桜

の
時
期
に
な
る
と
花
見
で
賑
わ
う
一

角
に
あ
る
。

　

歌
碑
を
建
立
し
て
い
る
と
き
、
国

士
舘
大
学
公
開
講
座
を
受
け
て
い
た

井
上
と
い
う
方
が
、
歌
碑
の
除
幕
式

の
話
を
持
っ
て
き
て
下
さ
り
、
宗
家

に
作
曲
し
て
い
た
だ
き
、
受
講
生
全

員
で
除
幕
式
で
朗
詠
し
た
。

　

因
み
に
、
司
会
は
近
所
に
住
む
誼

み
で
、
な
べ
お
さ
み
さ
ん
が
担
当
し

て
下
さ
っ
た
。

（
世
田
谷
支
部　

草
彅
城
輝
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

米
原
支
部
（
滋
賀
）

支
部
長　

北
村
城
啓

世
田
谷
支
部
（
東
京
）

支
部
長　

岩
堀
錦
游

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
４
年
４
月
〜
５
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

♢
滋
賀
県
湖
南
地
区
吟
詠
大
会

・
5
月
15
日
（
日
）

・
滋
賀
県
能
登
川
町

♦
定
時
総
会
、第
一
回
指
導
者
講
習
・

研
修
会

・
6
月
23
日
（
木
）
～
24
日
（
金
）

・
開
催
地
未
定

♢
福
岡
県
本
部
65
周
年
記
念
大
会
・

詩
舞
道
錦
城
流
福
岡
県
50
周
年
記

念
・
岡
垣
支
部
30
周
年
記
念

・
9
月
4
日
（
日
）

・
福
岡
県
北
九
州
市

♢
神
奈
川
県
本
部
50
周
年
記
念
大

会
・
丸
山
城
壮
宗
範
3
回
忌
追
善

・
9
月
25
日
（
日
）

・
神
奈
川
県
横
浜
市

♦
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
10
月
9
日
（
日
）

・
愛
知
県
名
古
屋
市

♢
滋
賀
県
湖
東
地
区
・
彦
根
支
部
発

足
65
周
年
記
念
吟
詠
大
会

・
12
月
4
日
（
日
）

・
滋
賀
県
彦
根
市

♦
第
二
回
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
3
月
2
日
（
木
）
～
3
日
（
金
）

・
開
催
地
未
定

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

に
開
催
が
中
止
・
延
期
の
中
、
福
島

県
本
部
が
開
催
さ
れ
た
事
に
感
謝
し

ま
す
。」と
の
総
評
を
頂
い
た
後
、「
院

庄
」（
小
林
弘
）
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
上
、
カ
ラ
オ
ケ
等
自
粛

で
静
か
な
会
食
・
歓
談
と
な
り
ま
し

た
。

　

早
急
な
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
い
、
更

な
る
努
力
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

（
福
島
県
本
部　

芹
澤
城
征
）

東京世田谷代田にて（昭和23 〜 24年）
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小
野
篁
は
、母
が
亡
く
な
っ
た
後
、

母
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
ひ
ど
い
扱
い

を
受
け
て
い
る
の
を
見
て
、
閻
魔
大

王
に
直
談
判
を
し
て
扱
い
を
変
え
て

も
ら
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
閻
魔
大
王

と
昵
懇
に
な
り
、昼
は
朝
廷
の
役
人
、

夜
は
閻
魔
朝
の
役
員
を
兼
ね
る
よ
う

に
な
っ
た
。
篁
が
閻
魔
朝
に
行
く
と

き
通
っ
た
と
い
わ
れ
る
井
戸
が
珍
皇

寺
に
あ
る
。

　

紫
式
部
は
、『
源
氏
物
語
』
で
男
女

の
色
恋
沙
汰
を
事
細
や
か
に
書
い
た
。

こ
の
よ
う
な
ふ
し
だ
ら
な
物
語
を
書

い
た
紫
式
部
は
、
き
っ
と
地
獄
に
落

ち
る
だ
ろ
う
と
人
々
は
噂
し
合
っ
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
篁
は
、
そ
れ
で
は

あ
ま
り
に
可
哀
想
だ
、
何
と
か
し
て

や
ら
に
ゃ
。
と
閻
魔
大
王
に
掛
け

合
っ
た
。
閻
魔
大
王
は
、「
い
い
よ
、

わ
か
っ
た
。」
と
答
え
て
く
れ
た
が
、

ま
だ
心
配
だ
っ
た
篁
は
、
紫
野
に
あ

る
紫
式
部
の
墓
の
隣
に
自
分
の
墓
も

作
り
入
っ
た
。

　

墓
の
あ
る
紫
野
と
い
う
と
辺
鄙
な

と
こ
ろ
と
い
う
か
、
都
会
に
あ
る
と

は
思
え
な
か
っ
た
が
、
墓
地
の
す
ぐ

前
に
バ
ス
停
が
あ
り
、
交
通
の
便
は

至
っ
て
い
い
し
、
門
も
垣
根
も
な
い

至
っ
て
不
用
心
な
お
墓
地
で
あ
る
。

　

な
ぜ
か
は
勿
論
わ
か
ら
な
い
が
、

紫
式
部
の
お
墓
に
比
べ
て
小
野
篁
の

お
墓
は
小
さ
い
。
副
葬
品
が
少
な
い

の
だ
ろ
う
か
？

　

珍
皇
寺
は
、
正
式
に
は
大
椿
山
六

道
珍
皇
寺
と
い
う
。
六
道
と
は
、
地

獄
、
人
間
、
天
上
な
ど
輪
廻
す
る
六

つ
の
世
界
を
い
う
が
、
こ
の
名
前
が

付
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
寺
が
盂
蘭

盆
が
始
ま
る
前
の
八
月
七
日
か
ら
十

日
の
間
、お
し
ょ
ら
い
さ
ん
（
精
霊
・

御
霊
）
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
参
詣

す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

各
家
で
お
し
ょ
ら
い
さ
ま
を
お
迎

え
に
行
く
の
に
、
一
緒
に
家
に
は
帰

ら
な
い
で
、
十
三
日
ま
で
ど
こ
か
を

ふ
ら
り
ふ
ら
り
。

・
・
・
京
都
の
盂
蘭
盆
会
・
・
・

　

京
都
の
盂
蘭
盆
の
行
事
に
つ
い
て
、

私
の
住
む
東
京
世
田
谷
と
は
違
う
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、記
し
て
み
ま
す
。

　

お
し
ょ
ら
い
さ
ま
を
七
日
か
ら
十

日
の
間
に
珍
皇
寺
に
お
迎
え
に
行

き
、
お
盆
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　

十
三
日
の
午
前
中
、
蓮
の
葉
の
上

に
、
茄
子
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
胡
瓜
・

サ
サ
ゲ
を
乗
せ
て
お
供
え
し
ま
す
。

午
後
、
西
に
向
い
て
線
香
に
火
を
点

け
、
お
し
ょ
ら
い
さ
ま
を
お
迎
え
し

ま
す
。
お
し
ょ
ら
い
さ
ま
は
、
線
香

の
香
り
、
煙
に
乗
っ
て
帰
っ
て
き
ま

す
。
お
茶
と
ス
イ
カ
を
お
供
え
し
ま

す
。
こ
の
と
き
一
緒
に
「
お
盛
り
物

（
置
き
台
）」
に
蓮
の
花
、
葉
、
干
菓

子
を
供
え
、
反
対
側
に
水
菓
子
を
供

え
ま
す
。

　

十
四
日
の
お
膳
。
お
は
ぎ
・
茄
子
・

ズ
イ
キ
の
煮
物
、
湯
葉
と
三
つ
葉
の

お
す
ま
し
、
茄
子
・
サ
サ
ゲ
の
胡
麻

和
え
、
カ
ボ
チ
ャ
の
煮
物
、
お
茶
。

お
し
ょ
ら
い
さ
ま
と
家
族
一
緒
に
食

事
を
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
菩
提
寺

他
二
件
（
寺
）
の
お
坊
さ
ん
が
来
て

供
養
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
門
口
に
楊
枝
を
刺
し
た

胡
瓜
と
茄
子
を
置
き
ま
す
が
、
胡
瓜

は
馬
に
乗
っ
て
あ
の
世
か
ら
早
く

帰
っ
て
来
て
欲
し
い
か
ら
で
あ
り
、

帰
り
は
茄
子
の
牛
に
乗
っ
て
、
の
ん

び
り
帰
っ
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。

　

十
六
日
に
は
、
長
い
旅
で
も
お

し
ょ
ら
い
さ
ま
が
お
腹
を
空
か
さ
な

い
よ
う
お
団
子
を
供
え
ま
す
。

　

世
田
谷
で
も
墓
参
り
に
行
き
、

十
三
日
に
迎
え
火
を
焚
い
て
御
霊
を

お
迎
え
し
、
十
六
日
に
は
送
り
火
を

焚
い
て
お
送
り
し
ま
す
が
、
京
都
で

は
線
香
の
煙
で
お
迎
え
し
、
五
山
に

送
り
火
を
焚
い
た
煙
で
お
送
り
し
ま

す
。
私
た
ち
が
大
文
字
焼
き
と
い
っ

て
い
る
の
は
、
五
山
の
送
り
火
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
京
都
で
は
千
日
詣
や

紫
式
部
と
小
野
篁
（
お
の
の
た
か
む
ら
）

大

椿

山

六

道

珍

皇

寺

小野篁冥途通いの井戸

宵
参
り
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

分
の
家
の
お
し
ょ
ら
い
さ
ま
と
相
談

し
て
出
か
け
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

小
野
篁
と
紫
式
部
の
没
年
か
ら
見

る
と
、
こ
の
文
の
記
述
に
矛
盾
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。悪
し
か
ら
ず
。

　

と
に
か
く
京
都
は
面
白
い
、
行
く

度
に
発
見
が
あ
り
、
日
本
の
「
ふ
る

さ
と
」
を
実
感
で
き
ま
す
。

（
世
田
谷
支
部　

草
彅
城
輝
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

あるお稽古場の掲示板より

五山の送り火

健
　
康
　
十
　
訓

　
　
　
健
康
は
嬉
し
い
美
し
い
素
晴
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
何
は
な
く
て
も
　
や
っ
ぱ
り
健
康

一
　
小
肉
多
菜

　
　
　
　

お
肉
ほ
ど
ほ
ど　

野
菜
た
っ
ぷ
り　

健
康
も
り
も
り

二
　
小
塩
多
酢

　
　
　
　

塩
分
摂
り
す
ぎ
は　

高
血
圧
の
も
と　

酢
は
健
康
の
も
と

三
　
少
糖
多
果

　
　
　
　

甘
い
も
の
は
果
物
か
ら　

砂
糖
は
肥
満
へ
の
直
通
切
符

四
　
少
食
多
噛

　
　
　
　

腹
八
分
で
よ
く
噛
み
ゃ　

幸
せ
も　

噛
み
し
め
ら
れ
る

五
　
少
衣
多
浴

　
　
　
　

薄
着
で
風
呂
好
き
の
人
は　

健
康
を
身
に
つ
け
て
い
る
人

六
　
少
言
多
行

　
　
　
　

べ
ら
べ
ら
喋
っ
て
い
る
間
に　

行
動
を
開
始
せ
よ

七
　
少
欲
多
施

　
　
　
　

自
分
の
欲
望
の
た
め
に
走
ら
ず　

他
人
の
た
め
に
走
れ

八
　
少
憂
多
眠

　
　
　
　

く
よ
く
よ
し
た
っ
て
同
じ　

と
っ
と
と
寝
て
し
ま
お
う

九
　
少
車
多
歩

　
　
　
　

自
動
車
は
確
か
に
早
い　

で
も
歩
け
ば
健
康
へ
の
近
道

十
　
少
憤
多
笑

　
　
　
　

怒
っ
た
時
で
も　

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
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私
が
入
会
し
た
頃
（
昭
和
52
年
）、

錦
城
会
に
は
「
青
年
部
」
と
い
う
組

織
が
あ
り
、
先
輩
方
の
応
援
を
頂
き

な
が
ら
、
若
者
た
ち
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
し
た
。

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
　
五
十
年
史
よ
り

　

錦
城
会
と
し
て
「
次
代
を
担
う
若

者
の
育
成
」
を
目
的
に
、
昭
和
44
年

総
本
部
の
文
化
部
内
の
一
機
関
と
し

て
設
立
さ
れ
、
当
時
は
青
年
部
員
と

は
30
歳
以
下
の
会
員
が
対
象
で
あ
っ

た
。
初
代
青
年
部
長
の
草
彅
城
輝
氏

の
時
、広
島
県
の
旧
海
軍
兵
学
校「
江

田
島
」
に
お
け
る
第
一
回
青
年
部
吟

行
会
は
、
青
年
部
を
全
国
に
発
信
し

た
画
期
的
な
催
し
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
青
年
部
未
組
織
の
道
府
県

も
、
徐
々
に
で
は
あ
っ
た
が
本
部
内

に
青
年
部
が
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
青
年
部
の
年
齢
も
35

あ　

の　

頃

歳
以
下
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

昭
和
48
年
、
総
本
部
の
正
式
な
独

立
機
関
と
し
て
「
青
年
部
」
が
承
認

さ
れ
、
初
代
の
全
国
青
年
部
長
と
し

て
土
師
城
皓
氏
が
就
任
し
た
。
会
に

お
け
る
青
年
部
活
動
は
「
次
代
を
担

う
若
者
」
の
結
束
を
第
一
に
「
親
睦

融
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
展
開
し
た
。

　

ま
ず
、
全
国
の
青
年
部
員
が
一
堂

に
会
す「
第
一
回
青
年
部
全
国
大
会
」

を
昭
和
50
年
、東
京
に
て
開
催
し
た
。

次
い
で
長
崎
、
滋
賀
、
鹿
児
島
、
神

奈
川
、
大
阪
、
広
島
で
開
催
さ
れ
、

中
で
も
長
崎
で
は
２
回
、
滋
賀
で
は

３
回
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
全
国
大
会
と
各
年
開
催
を
目

標
に
、
史
跡
・
文
化
・
歴
史
を
探
訪

す
る
「
全
国
青
年
部
吟
行
会
」
も
愛

知
、
神
奈
川
、
福
島
、
道
南
、
東
京
、

広
島
、
大
阪
で
開
催
し
、
部
員
の
親

睦
融
和
に
貢
献
し
た
。　
　
（
以
上
）

　

青
年
部
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
あ

の
頃
は
、
全
国
に
は
こ
ん
な
に
青
年

部
員
が
い
る
ん
だ
と
感
心
し
、
全
国

大
会
・
吟
行
会
に
参
加
す
る
こ
と
も

楽
し
く
、た
く
さ
ん
の
仲
間
も
出
来
、

詩
吟
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

土
田
城
紘
氏
が
青
年
部
長
だ
っ
た

時
か
ら
、各
地
の
情
報
交
換
の
た
め
、

青
年
部
通
信　

錦
青
「
北
か
ら
南
か

ら
」
が
、
全
国
を
４
つ
の
地
区
に
分

け
、
各
地
区
に
幹
事
通
信
員
を
お
い

て
、
１
、４
、７
、
10
月
号
の
年
間
4

回
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
青
年

部
活
動
の
様
子
が
わ
か
り
、
読
む
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
土
田
さ
ん
か
ら
私
が
青
年
部
長

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら

は
、
原
稿
の
督
促
（
？
）
や
ら
紙
面

の
作
成
・
発
送
等
々
、
楽
し
ん
で
ば

か
り
は
い
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
思
い
返
せ
ば
楽
し
い
時

代
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、今
の
錦
城
会
に
は
、

青
年
部
員
に
該
当
す
る
会
員
が
極
め

て
少
な
く
、
会
の
組
織
と
し
て
の
青

年
部
は
な
く
な
り
、
各
都
道
府
県
本

部
に
は
今
も
青
年
部
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
経
験
し
た
よ
う
な
、
大
変
で

も
楽
し
い
活
動
が
経
験
で
き
な
い
こ

と
は
気
の
毒
に
思
い
ま
す
。
以
前
の

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
で
も

い
い
の
で
、
青
年
部
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
若
者
が
増
え

て
い
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
・
佐
藤
錦
杲
）

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

３
・
11
・
26
よ
り

４
・
２
・
28
ま
で

12
月
３
日　

常
務
理
事
会

　
　

４
～
５
日　

滋
賀
県
本
部
の
昇

格
審
査

　
　

11
～
13
日　

茨
城
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

19
日　

神
奈
川
県
本
部
の
講
習

研
修
会

１
月
13
～
14
日　

第
３
回
最
高
指
導

者
研
修
会

　
　

15
日　

理
事
会

２
月
２
～
３
日　

東
京
都
・
神
奈
川

県
本
部
の
昇
格
審
査

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

松
田
城
栄　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

陣
内
錦
枝　
（
佐
賀
県
）　
　

３
・
11

藤
瀬
錦
光　
（
佐
賀
県
）　
　

３
・
11

吉
﨑
錦
英　
（
佐
賀
県
）　
　

３
・
11

陣
川
錦
樺　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

前
田
城
勝　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

中
村
城
普　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

田
中
錦
楓　
（
佐
賀
県
）　
　

３
・
11

草
野
錦
草　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

古
賀
城
光　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

佐
藤
錦
聖　
（
長
崎
県
）　
　

３
・
11

大
西
城
衛　
（
福
岡
県
）　
　

３
・
11

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

餅
原
城
継　
（
福
岡
県
）　
　

３
・
11

福
澄
城
崇　
（
山
口
県
）　
　

３
・
11

後
藤
錦
菜　
（
福
岡
県
）　
　

３
・
11

吉
原
城
鷹　
（
広
島
県
）　
　

３
・
12

山
田
錦
都　
（
広
島
県
）　
　

３
・
12

中
島
城
成　
（
滋
賀
県
）　
　

４
・
１

近
松
錦
亜　
（
滋
賀
県
）　
　

４
・
１

深
尾
錦
綾　
（
滋
賀
県
）　
　

４
・
１

渡
辺
錦
光　
（
茨
城
県
）　
　

４
・
１

北
條
城
勝　
（
茨
城
県
）　
　

４
・
１

青
木
錦
千
歌（
茨
城
県
）　
　

４
・
１

杉
原
城
芳　
（
茨
城
県
）　
　

４
・
１

金
子
城
寛　
（
埼
玉
県
）　
　

４
・
１

　

一
人
の
兵
士
の
視
点
か
ら
戦
争
へ

の
疑
問
を
つ
き
つ
け
る
の
が
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
の
名
曲
「
脱
走
兵
」
だ
。
フ

ラ
ン
ス
の
作
家
ボ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ア
ン

の
手
に
よ
る
も
の
で
、
召
集
令
状
を

受
け
取
っ
た
男
が
こ
ん
な
手
紙
を
書

く
。〈
大
統
領
閣
下
／
私
は
戦
争
は

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
／
可
哀
相
な
人

た
ち
を
殺
す
た
め
に
／
生
ま
れ
て
き

た
か
ら
で
は
な
い
か
ら
で
す
〉　

脱

走
を
決
意
し
、
大
統
領
に
求
め
る
。

〈
血
を
流
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

な
ら
／
あ
な
た
の
血
を
ど
う
ぞ
〉　

（
中 

略
）

　

大
義
の
か
け
ら
も
な
い
侵
略
戦
争

を
始
め
た
あ
の
大
統
領
は
、
い
つ
ま

で
人
殺
し
を
命
じ
つ
づ
け
る
の
か
。

（
一
面
の
天
声
人
語
の
続
き
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A


